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一事業稚進担当者研究概要一

琉I求列島の古地理と陸生動物の多様化

太田英利(熱帯生物圏研究センター｡教授）

琉球列島は世界的に見ても地殻変動がI侍に激

しい地域で､そのためこれまで､複雑で劇的な水

陸分布の変遷を経験してきたと考えられる｡この

島''1,群にはさまざまな系統に属する陸生動物が

生息しており､とりわけ海峡の成立で遣伝子流動

や競争相手の侵入が制約され､異所的種分化や

這存固有化が生じやすい非飛翔性動物群には、

その固有性や遣存性の地理的パタン､あるいは系

統地理パタンの形で､この地域の水陸分布の変遷

史が刻み込まれていると期待される。

私は合回の琉球大学２１世紀COEプ□グラム

に､種の多様性グループの一員として参加した。

そしておもに爬虫類と両生類の系統分類､生物地

理の研究に取り組み､得られた結果から列島その

ものの履歴についても検討した。

しい隔離､北琉球と九ⅢlIlとのごく最近までの一体

化などを反映すると解釈できる。

2.陸生爬虫両生類の系統地理パタンと島々

の地史

しかし実際には､フォーナの類似度と海峡成立

の時期との関係は､成立たない場合も少なくな

い｡フォーナの類似度がむしろ､生息環境の類似度

をより強く反映する場合もあるからである｡そこ

で琉球列島や周辺地域の各系統群が描く系統地

理パタンとその意義についても検討した｡具体的

には爬虫類ではハブ'属やマダ'ラヘピ属､両生類

ではハナサキガエル種群やヒメアマガエルなど

を扱った｡なお系統推定の精度や信頼性を上げる

ため､特に分子'|胄報を重点的に扱った。

このうちハブ属では､(台湾南琉球)中琉球と

いう上述のフォーナ類似度の地理的パタンとよく

合う系統地理パタンが認められた｡－万､南琉球

から同所的な2種(オオハナサキガエル､コガタハ

ナサキガエル)の知られるハナサキガエル種群で

は､それそ､れの姉妹群が異なる場所のもの(台湾

産と中琉球産)であることがわかった｡このことは

ハナサキガエル種群に属する現生種の分布が､単

純にハブ'属の場合のような列島内での異所81種

分化だけでなく､たとえば２次的分敵のように､よ

り複雑なイベントを経て形成されてきたことを強

く示唆している。

琉球列島の爬虫両生類の系統地理に関しては、

これまでに得られた知見の多くがフオーナの類似

度の解析にもとづく古地理仮説に矛盾しない｡し

かしその一方､大きく逸脱したパタンを描くものも

散見された｡合後のより多くのデータに基づく検

討が待たれる。
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1.陸生爬虫両生類のフオーナの地理パタン

と島々の地史

研究の一環としてます､個々の種や亜種の地理

的分布に関する資料を収集｡解析した｡その結果、

新たに記載されたサキシマヌマガエル､アマミヤ

モリ､タカラヤモリなどに関するものをはじめ､新

規性のあるデータが多数収集された｡従来の知見

にこれらのデータを盛込み､列島内のエリア間や

これらのエリアと周辺地域との間におけるフォー

ナ(動物相)の類似度を求めると､その関係性は

爬虫類では((((台湾尖閣諸島)大陸南東部)南

琉球)中琉球)(北琉球九ﾘ''１)となった｡さらに両

生類でもこれとよく似た(((台湾南琉球)大陸

南東部)中琉球)(北琉球九Ⅲ'１|)という関係が得

られた｡「フォーナの類似度がより高い地域の間

ではより最近になってはじめて海峡が形成され、

隔離が生じた｣との前提を採用するならば､＝回

の結果は中琉球の長期にわたる島鵬としての隔

離､南琉球や尖閣諸島の台湾や大陸からのより新
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3.“第四紀陸橋”の実在性

琉球列島の陸生フォーナの成立過程を論じる際

にしばしば登場するのが､いわゆる第四紀陸橋で

ある｡しかしながら本研究によるものをはじめ､列

島内各エリアや周辺地域の近縁集団間で近年求

められた遺伝距離は､しばしばこの第四紀陸橋の

実在性に強い疑問を投げかけてきた｡たとえばこ

れまでしばしば､祖先が前期更新世(160～180万

年昔)に形成された陸橋を経由し中琉球に到達し

たとされたハブは､南琉球や台湾､大陸の最近縁

種との間で､250-500万年もの隔離期間に相当す

る遺伝距離が得られたのである｡南琉球産オオハ

ナサキガエルとその姉妹群である中琉球産"ハ

ナサキガエルーアマミハナサキガエル'グレードと

の間でも､230-500万年の隔離期間に相当する遺

伝距離が得られた｡中琉球は遣存固有種の割合も

高く､この点でも前期更新世以降に大陸から台

湾､南琉球を経て中琉球に達する陸橋が形成され

たとのシナリオは､きわめて疑わしい。

これまでに収集された地質学的､水圏学的デー

タを見る限り､更新世には幾度か海進と海退が繰

返され､陸域面積が著しく拡大した時期があった

のは確かである｡そしてその際､－部の動物､たと

えばイノシシなど遊泳能力に長けたものや､スキ

ンクのように長期間飢えや乾燥に耐え漂流できる

ものの中には､狭まった海峡を横断し中琉球に到

達できた系統もあったと考えられる｡しかしながら

更新世の初期以降､たとえば耐塩性の低い両生

類などに対し分散路として機能する陸橋が実在し

たことに関しては､はなはだ疑問である。

椎動物学的研究からは､明らかにこの説と矛盾す

る結果が得られた｡そこであらためて現生の爬虫。

両生類についても詳細に再検討したところ､ミヤ

コカナヘビ､ミヤコヒバァ､ミヤコヒメヘピ､ミヤコ

ヒキガエルといった宮古諸島固有の種や亜種が多

く発見ないし再認識された｡しかもこのうち少なく

ともミヤコカナヘビやミヤコヒキガエルについて

は､最近縁群が隣接する琉球列島の他のエリアで

はなく､台湾や大陸東部に離れて分布することが

示された｡ミヤコヒキガエルについては大陸東部

に分布する最近縁群との隔離期間が90～210万年

にも及ぶとの結果も示された｡－万､長く広域分布

種とされてきたヒメアマガエルや､(脊椎動物では

ないが)宮古島の固有種とされるミヤコサワガニ

などは､最近縁群や最近縁種が中琉球の沖縄諸島

に限られ､しかもそれらとの間で(上記の固有爬虫

類や固有両生類の場合ほどではないにせよ)､あ

る程度の遺伝的分化が認められた｡対照的に宮古

諸島と八重山諸島との間で共通するキシノウエト

カゲやサキシマヌマガエルでは､両島腿群の間で

ほとんど遺伝的差異が認められなかった。

以上の結果を総合すると宮古諸島は､はじめ大

陸東部､続いて沖縄諸島の近位に位置するきわめ

て大きな陸地であったこと､その後現在のケラマ海

裂の位置にあった陸域の大部分が水没する－万

で､現在の宮古諸島の位置､あるいはより八重山諸

島に近い位置に陸域が広がったことが推定された。
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4.宮古諸島のフオーナの特殊性とその歴史

生物地理学的示唆

宮古諸島の陸生動物相の形成史については､こ

の地域にハブが生息しないことに対する説明仮

説である､いわゆる｢海水氾濫一掃説｣が長く受け

入れられてきた｡しかし本研究を含む近年の古脊
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